
 

平成２８年第２回滝川市議会定例会一般質問 

質 問 順 位 １ 質 問 者 柴 田 文 男 議員  

件     名 項     目 要             旨 メ          モ 

１．市立病院の経営 １．市立高等看護学院の今後につ

いて 

 

１．市の財政の健全化は急務。今後の市立病院の経営状況次第では市

の財政健全化計画の見直しにつながりかねない。一般会計ベースで

持ち出しが交付税措置を除き５千万円以上とも言われる市立高等

看護学院の運営についても、人材確保という点から根本的な見直し

が必要。これ以上の繰り入れ等が発生する前に今後の適切なあり方

を検討すべきと思うが、設置者である市長の考えを伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．高齢者対策 １．民間事業者との連携強化につ

いて 

１．高齢者問題は多様性を見せており、課題が山積している。認知症

の高齢者が行方不明になる事例が後を絶たず、家族と関係者は大変

苦慮している。一方では老後の年金だけでは生活できず、適切なサ

ービスを受けられない高齢者が急激な増加を見せている。一人暮ら

しの高齢者も急激に増加し、このような高齢者の見守りは喫緊の課

題だ。市は高齢者対策を早急に見直すべき時である。これらの課題

に民間事業者との連携で答えを見出すべきと考えるが、市長の考え

を伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２．滝川版ＣＣＲＣの推進につい

て 

１．市長の基本政策であるプラチナタウン構想は時代に即したものと

評価している。街なかに高齢年金生活者も入居可能な公営住宅とと

もに國學院大學北海道短期大学部等のサテライト施設を設置し、高

齢者から若者が集い、交流できる滝川版ＣＣＲＣ構想（生涯活躍の

まち構想）を早急に検討すべきと思うが、市長の考えを伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．スポーツ振興 １．市営球場の改修について １．市営球場は社会人・高校生から小学生に至るまで幅広い年齢層の

方が利用し、地域のみならず、全道・全国の大会をも招致し、活発

に利用されている。しかし、近年グラウンドの暗きょ等の老朽化か

ら水はけが極めて悪く、全道大会をはじめとする各種大会運営に大

きな支障を与えている。これらの改善について市の考えを伺う。 
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